
2017（H29）学部シラバス

社会福祉学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

介護実習IA 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
前期の講義・演習で学んだことを、通所介護事業所において実践する。

授業の目的
通所介護事業所で実習を⾏うなかで、⾼齢者とのコミュニケーションを通じて、⼈間の⽣活の多様性や⽣活史について理解を深め、介

護における⼈間理解の洞察⼒を⾝につける。また、初歩的な介護技術を実践し、地域でのサービスのあり⽅や種類について学ぶ。

学習目標
1 利⽤者や家族とコミュニケーションを図り、⼈間理解に基づいた記録をとることができる。
2 ⾷事や移動、レクリエーションにおいて初歩的な介護技術を実践することができる。
3 利⽤者を⽀えている多様な介護サービスの内容を理解し、記録することができる。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法 
実習記録、実習態度、実習施設の評価を評価する。

履修上の留意点

オフィスアワー・連絡先 
授業時に確認すること

担当教員名
⼤根澤 恵美⼦、 渡邉 敏⽂

対象学年 1 対象学科 社会（介護福祉コース必修）

開講時期 前期 必修・選択 選択

単位数 2 時間数 90

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

○ ○ ○ ◎ ◎

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

・実習は、8〜9⽉に12⽇間⾏う 通所介護事業所実習 渡邉 敏⽂、⼤根澤
恵美⼦ 他

・利⽤者との⼈間的な触れ合いを通じて、利⽤者ニーズと介護の機能並
びに施設職員の役割について学ぶ

通所介護事業所実習 渡邉 敏⽂、⼤根澤
恵美⼦ 他

・初歩的な⽇常⽣活援助技術と多様な介護サービスの内容を学ぶ 通所介護事業所実習 渡邉 敏⽂、⼤根澤
恵美⼦ 他

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書

参考書

その他の資料 実習の⼿引き等


